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語
文　

第
百
十
三
輯

　

令
和
元（
二
〇
一
九
）年
十
二
月
五
日　

印
刷

　

令
和
元（
二
〇
一
九
）年
十
二
月
十
日　

発
行

編
集
・

発
行
者	

大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会

	

〒 

560－ 

8532　

大
阪
府
豊
中
市
待
兼
山
町
一
―
五

	

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

日
本
文
学
・
国
語
学
研
究
室

	

代
表　

金
水
敏

	

振
替
口
座
〇
〇
九
四
〇
―
四
―
二
四
六
四
一

	

電
話　

〇
六
―
六
八
五
〇
―
五
一
一
一

印　

刷　

能
登
印
刷
株
式
会
社

編
集
後
記

　
今
号
は
、
論
文
四
本
と
、
会
員
著
書
の
紹
介
が
二
本
と
、
や
や
薄
め
の

号
と
な
り
ま
し
た
。
文
学
の
方
は
中
古
文
学
に
近
世
文
学
、
国
語
学
の
方

で
は
表
記
と
近
代
語
、
と
い
う
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
国
語

学
の
論
文
が
二
本
と
も
縦
書
き
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、雑
誌
全
体
が
、久

し
ぶ
り
に
横
書
き
の
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
何
時
以
来
の
こ
と
で
あ

る
の
か
を
知
り
た
い
方
で
、す
ぐ
に
既
刊
号
が
御
覧
に
な
れ
な
い
方
は
、大

阪
大
学
の
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
で
あ
るO

U
K
A

で
既
刊
号
を
御
覧
に
な
れ
ば

と
存
じ
ま
す
。https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

で
、「
語
文
」
を
検
索

す
る
か
、「
大
阪
大
学
の
刊
行
物
」
か
ら
「
文
学
研
究
科
」
を
選
ん
で
「
語

文
」
を
選
ぶ
か
、「
紀
要
論
文
」
か
ら
「
語
文
」
を
探
す
か
、
な
ど
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
御
覧
に
な
れ
ま
す
。CiN
ii

か
ら
も
、
も
ち
ろ
ん
リ
ン
ク
さ

れ
て
い
ま
す
。
刊
行
か
ら
一
年
た
っ
て
か
ら
の
登
録
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
会
員
の
方
々
か
ら
の
御
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
投
稿
規
定
を

御
覧
の
上
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
前
号
の
編
集
後
記
に
、
一
日
も
早
い
着
任
が
待
た
れ
る
と
あ
り
ま
し
た

新
し
い
教
員
で
す
が
、
十
月
一
日
に
滝
川
幸
司
教
授
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

一
月
十
一
日
開
催
の
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
で
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

大
学
院
生
の
発
表
と
も
ど
も
、
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。
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